
学校の特徴

児童及び学校の課題

学力向上に向けた取組

＜具体的な取組＞

Ｅ小学校の取組

成果

「自らの力を伸ばそうとする児童の育成」
個に応じた指導

学習の基盤づくり

学習を定着させる
ための支援

【家庭学習の見直し】
・各学年「家庭学習の手引き」の
作成と家庭配付

（学年に応じた課題の提示）・全校児童に対しhyper-QUを実施し、結果分析から学級
経営の見直しを実施（全教職員による研修会）

【自主学習の見直し】
・児童が自己の変容を確認し、課
題の取組方法を理解できるよう
「家庭学習コーナー」の設置

【補充の時間の確保】R２年度
・1～6年月水金の帰り前15分間
・4～6年木の6校時前15分間

・ほめ方・叱り方のユニバーサルデザインの考え方を学ぶ
職員研修の実施

・居心地がよく学習環境の整った学級にするための工夫と
して、毎月学級の目標を決めて発表

【家庭学習期間の設定】
・家庭学習集中期間カードの活用
促進と期間明けテストの実施・本時のめあての明確化

・多数の児童の考えを取り上げる
交流の場の工夫

主体的・対話的で深い学びの実
現に向けた授業改善を行うために、
「焦点化・視覚化・共有化」の視
点を意識し、以下に示した手立て
を講じ実践を進めた。

・構造的な板書づくり

【「焦点化・視覚化・共有化」
を意識した授業改善の推進】

・掲示物の活用

・意思表示カードの活用

課題

○ hyper-QUの結果分析を基に児童理解を深めたことで、他者の意見等を受容する雰囲
気の学習集団の育成につながった。また、学習指導において「焦点化・視覚化・共有
化」をキーワードとした手立てを模索し、実践することで、「主体的・対話的で深い
学び」を意識した授業スタイルを共有し、授業改善につなげることができた。

●児童理解を基盤とした指導改善を行ってきた
が、更なる児童の主体的な学びの実現に向け、
今後も指導体制や児童の実態に合った授業改
善の充実を図っていく必要がある。

【職員の意識改革】

【特別活動の充実】

【児童の実態把握】

・ユニバーサルデザイン的な視覚
支援 ・自己理解や相互理解、人に認められたことによる自己有

用感の育成のためにリフレーミングやよいところ探し

個に応じた指導

・チェックリストを活用した職員の意識向上及び実践の
振り返り

学習の基盤づくり 学習を定着させるための支援

・児童は授業の中で活発に活動し、多くの児童は学びに向かう意欲がある。一方、学習課題に対して既習事項を結びつけ
て思考することが苦手な児童や「できるようになりたい、よりよくなりたい」という意識が低い児童がいる。

・授業改善だけでは学力に結びつきにくい状況があり、学習環境、児童の特性、家庭環境等にも要因があるのではないか
と考えるが、実態把握ができていない部分がある。

・家庭学習への取組や生活リズムの向上など、各家庭で意識の差がある。

・児童が主体的に学習に取り組み、「分かる」「できる」につながる授業改善の必要がある。

・学級経営の充実や児童の自己肯定感の向上を目指し、学習基盤を充実させる必要がある。また、児童の実態を把握し活
用できるようにするためにも教員の資質向上研修を行う必要がある。

・家庭学習や基本的生活習慣について今まで以上に家庭に働きかける必要がある。



学習の基盤づくりから個に応じた指導の充実へ

学習の基盤づくり

○ hyper-QUの分析・学級経営方針の見直し

個に応じた指導

（１学期）結果分析
集団及び児童個々の課題に対する
手立ての明確化・実践

（２学期）実践・振り返り・修正

（３学期）実践・次年度への課題確認

○特別活動の充実

共焦

「焦点化・視覚化・共有化」を意識した授業改善

○「分かった・できた」につなげる工夫

チェックリストを活用した職員の意識改革

指導チェックリスト（個
に応じた指導編、学習の
基盤編、学習の定着編）、
校内研修チェックリスト
を活用し、職員の意識向
上及び実践の振り返りの
充実を図った。【チェックリスト】

○個々の学びを深めるための工夫

児童の主体的な学びや思考の方向付けをする
ために、本時のめあてを明確に示すようにした。
また、児童が多角的・多面的な考えを知り、考え
を深め合えるようにするために、交流の場面では、
ペアやグループでの児童同士の交流だけでなく、
授業者がファシリテーターとなって多数の児童の
考えを取り上げる授業形態も重視した。その際、
意思表示カードを活用して、個々の考えをつなぐ
授業も行った。

結果分析について校内研修で取り上げ、各担任
が学級経営方針を見直した。校内研修では、専門

の先生を招き、分析の仕方を共有した。

居心地がよく学習環境の整った学級にするため
に、毎月学級会等で学級の課題を話し合い、目標を
設定している。それを校内掲示する他、前月の振り
返りと今月の目標を校内放送で発表した。また、自
己理解や相互理解、人に認められたことによる自己
有用感の育成のために、学級活動で「リフレーミン
グ」や「よいところ探し」などを行った。

本時で学ぶことや考えることは何か、また、
分かったことは何かなど、授業の流れが分かる構
造的な板書づくりを意識した。また、ユニバーサ
ルデザイン的な支援として、場面絵や半具体物、
ICTなどを活用し、視覚的な理解を促した。さら
に、提示物等を活用し、情報を必要に応じて得ら
れるような工夫をした。

児童の実態から、
目指す児童像を
明確にし、全職
員で共通理解し
た上で実践に取
り組んだ。

学習過程に応じた、「焦点化、視覚化、共有化」の具体的な支援を
洗い出し、授業実践に生かしていった。実践例を職員で共有すること
で、効果的な支援の在り方を確認し、実践することにつながった。

共

【研修風景】

【毎月の目標の掲示】

【職員室の掲示物】
職員全員が肯定的な意
識で児童に接している視

＜研修主任の声＞
学力向上には、児童理解

に基づく学級経営を意識し、
学習の基盤づくりと学習の
定着に向けた取組が土台に
なることを強く感じます。

＜実践を行った教員の声＞
hyper-QUの分析によって

児童一人一人の情報や支援
の手立てを頭に入れて学級
経営ができました。


